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学校体育の認識
和　気　千恵子
　学校体育の目的は，文部省の指導要綱には，次のようになっている。
　r体育は運動と衛生の実践を通じて，人間性の発展を企画する教育である。
それは，健康で有能な身体を育成し，人生における身体活動の価値を認識さ
せ，社会生活における各自の責任を自覚させることを目的とする」
　しかし一般的には，それを認識し理解するまでにはいかない現状である・
体育とは何かを質問してみるとよくわかる。それは多義的で，それぞれ異っ
た解釈で判断をし，答えるのである。体育は体を育てること，心身を丈夫に
すること，根性をつくること等々，建前的な答えを出す反面，体育は遊びで
あり，気晴らしであり，頭を使わなくてもよい科目であるなどと，本音論も出
して，r人間性の発展を企画する教育である」など，考えてもみなかったと
いうのである。たしかに身体活動をするときには，各自が本音と建前の両論
を持ち，その時の運動目的によって区別することは認めよう。（このことに
関しては，後日の機会に述べてみたい）だが，体育としての身体活動は，単
に，体を鍛えるためとか，気晴らしとか，健康を保持する，と言うだけでな
く，もっと，広義的に人間性の育成に大切な役割を持った，教育の一分野で
あるということを認識してもらいたいのである。そして，このような矛盾が
おこらないように，概念内容をもう一度考えて，確認しておきたいと思った
のである。
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心と体の関係（心身相関）
　学校教育は，教育基本法の教育の目的（第1条）に，　r教育は人格の完成
を目指し，平和的な国家及び社会の形成者として，真理と正義を愛し，個人
の価値を尊び，勤労と責任を重んじ，自主的精神に充ちた心身ともに健康な，
国民の育成を期して行なわれなければならない」とされている。
　そして，その目的達成の手段として，知育（智），徳育（情），体育（意）
がありこれが三位一体となって行なわれているのである。この三位一体とな
って育成される人間性は，知覚，理解，判断，思考，創造，記憶，推理，根
気，忍耐等々の力が心身につき，それらを総合した知的行動，即ち，意図的
行動ができる，健康な心身であるとされている。この意図的行動のできる，
健全な身体と，健全な精神を育成することが，学校体育なのである。それは，
学校教育の一分野として，知育，徳育と相まって行われ，人格の完成を担っ
ているのである。果して体育は，知育，徳育と関連して，円満な人間性の育
成として関係するのであろうか。具体例をあげて考えてみたいと思う。
　例　A子がビルの谷間を歩いていた時，落下物があり，と同時にrアブナ
　　　イ〃」という甲高い声が聞えてきた・
　その時，A子はどうするか。rアブナイ〃」という声で，身の危険を感じ
とり，なにが危ないのかと周囲を見渡し，それが自分に対して発せられた言
葉と認識した場合に，その問題解決のために，どうするか，を，判断し，推
理して行動をとるのである。即ち，落下物を発見し，身体を物体から避ける
だけでよいのか，走って逃げなければならないのか，逃げる時は安全な場所
の確認をして，それから逃げることも考えなければならない。また，物体を
キャッチできるかどうか，キャッチする場合の方法は，どの方法が良いかな
ど，一瞬のうちに判断し，推理して行動をとることになるのである。
　これら外部環境の刺激に対して，身体が意図的行動をとるまでの過程にお
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いて，この問題場面をどのように把握し，解決しようとしているのか，さま
ざまなことが考えられるが，今回は，3つだけをとりあげてみたいと思う。
　1．認識と行動
　A子が，「アブナイ！！」という言葉や，言葉の意味を知らない時はどうな
るであろうか・また，「アブナイ！ノ」と言った場合と，rアブナイワヨー」
と言った場合とでは，身体の危険度は違ってくる筈である。A子は言葉の意
昧を理解し，認識して，その語調によって，身の危険度の強弱を感じとり，
諸条件を判断して，一瞬のうちに身の振り方を決め，すばやく行動をとらな
ければならないのである。
　まず，自分の置かれた状態を認識して，前後左右，上下を見渡し，rアブ
ナイ！ノ」物はなにかを見定め，それに対する行動の開始となるのである。即
ち，頭上から物体が落ちてきたことを発見すると同時に，その物体が何であ
るかを認識しなければならないのである。即ちその物体が，大きいか，小さ
いか，丸いか，四角いかなど，どんな形体の物かを見極め，また，重いか，
軽いか，木か，鉄か，ガラスか，など物体の重量や材質の種類も，認別しな
ければならない場合もあるのである。そして次に，物体と自分までの距離，
物体の落下速度との関係，予想される落下地点までの目測など，知識として
身につけたあらゆることが，記憶の中から選び出され，思考，確認されて，
行動に移されなければならないのである。即ち，自分の置かれた状態と事態
との関連を，充分に理解して，問題場面を認識し，知覚，思考，記憶，推理
を重ねた結果，行動に移すことになるのである。しかもこの行動は，知育教
育によって身につけた知識としての，国語，数学，理科，その他関係教科の
応用として活用されるのである。また，これら一連の反射作用，そして身体
活動は，人体内では，神経系，呼吸器系，循環器系，骨格筋などが，相対し
て作用しているのである。
　行動は，生理学の立場でいえば，生体の内外環境からの刺激によって，ひ
きおこされる生体の反応であるといわれる。行動には，単純で，低次な無意
識反射から，意識反射としての条件反射があり，もっとも高次なものとして，
一111一
意識行動がある。これが意図的行動である。この意識行動は，一定の目標を
もって思考や判断のもとに行われる行動であって，学習や作業などがこれに
相当するのである。この意識行動がおこるのは，まず，大脳皮質の連合中枢
が関係する。rアブナイ！ノ」という言葉を大脳皮質の前頭葉からの指令によ
つて，側頭葉の聴覚中枢が関係し，それがrアブナイワヨー」と異なってい
ることを判断し，何が危ないのか，前後左右，上下を見渡すなど，物体の確
認までに行う，機敏な身体の動きは，運動中枢の神経細胞が活動し，その指
令がせき髄から運動神経をとおして，筋肉に伝えられるといわれている。即
ち，物体の確認をするまでには，前後を見ても危険物はない，左右にもない，
残るは上下だが，果して物体があるだろうか，もし発見できなかったらどう
するか，など，絶えず期待，否定，不安，を繰り返している状態である。そ
の絶えず繰り返される，刺激に相応する指令が，末梢神経によって，筋肉に
伝えられているのである。
　このようにして起した，意図的行動が，目的に合ったものかどうかは，目
や筋肉などの感覚器官をとおして，確かめられるとともに，修正もされてい
るのである。即ち，危ないという言葉を聞き，物体を発見し，意図的行動と
して決定的な指令が出るまでには，人体内の知覚神経系と運動神経系が，幾
多の葛藤を経て，意図的行動となっていることがわかるのである。このよう
に人体は，あらゆる刺激に対して，知育による知覚作用によって，事物を認
識し，知覚活動を総合した意図的行動として，身体活動をしていることがわ
かるのである。
　2．健全な心身と体力
A子が，耳や目が不自由な場合は，どうなるであろうか。rアブナイ〃」
という言葉も聞えないであろうし，物体の発見もできないであろう。かりに
耳や目が健全であっても，足を怪我していた場合は，折角，意図的判断がで
きても，急いで逃げることもできないのである。また，物体をキャッチした
ほうがよい場合でも，手に障害があり自由に動かすことができなければ，キ
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ヤッチはできない。このように考えると，身体各部が形態的にも，機能的に
も健全な状態に保持され，管理されていなければ，いざという時に役立たな
いということになる。また逃げようと判断して，走り出した場合に，体力が
無く途中で息切れがして，行動を中止せざるを得なかったり，困難や苦しみ
に負けて，達成する気持ちを諦めてしまうようでは，危険から身体を護るこ
とはできないのである。確実に目的を達成するためには，筋力と瞬発力，持
久力，調整力など，体力としての運動能力や，正確で応用の利く運動技能が
大切な要素になってくるのである。そして，それが達成に伴なう，精神力と
しての頑張り抜く根性，気力が必要となってくるのである。
　体力は，身体のはたらきを総合した能力であり，人間が生存し，活動して
いくために，必要な身体的能力である。また体力は，意欲，精神の集中力や
持続陸，判断力などの精神的なはたらきと密接な関係があるので，体力を人
間の活動の身体的，精神的能力と定義されているのである。
　このように身体は，あらゆる外部の刺激に対して，反応を示し活動すると
いわれるが，外見は立派な体格でも，意志による身体活動ができない，ロボ
ットや機能疾患の状態では，目的は達成できないのである。五体満足で欠陥
もなく，しかも刺激に反応して充分に動ける身体，そして変化する環境状況
に即した，適確な思考と判断力が身についた，精神がなければ，健全な心身
とはいえないのである。また，満足のいく結果がでない場合には，我慢強く，
諦めることなく，やり遂げようと追求する，精神力，気力等々を備えた，健
全さが要求されるのである。このような健全な心身の状態を維持するには，
積極的に体力の発達を考え，運動の持続に気を配らなければならない。なぜ
なら筋力や持久力など，体力としての運動能力は，運動をしないでいると，
目に見えて衰えるからである。ルーの三法則を借りれば，r運動をしない場
合は，機能は退化し，やり過ぎると障害をきたし，適度の運動は機能の発達
を促し，保持する」となっているからである。即ち，外部環境の刺激に対応
できる心身と体力は，常に適度の運動を促がして，健全な状態に維持してい
なければならないのである。
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　このように考えると，体育として行われる身体活動は，形態的にも，機能
的にも，日常生活の健康管理に大きな意義を持つと考えるのである。
　3．運動能力と運動技能
　A子が，いざ行動を開始しようとした場合に，その行動をとる身体の運動
能力，即ち，適応できる運動能力が未熟の時はどうなるであろうか。体力も
あり，判断力もあるが，運動技能を知らない場合や運動能力が未熟なために，
危険を承知のうえで，災難に合うこともあり得るのである。A子が物体を，
キャッチしようとした場合を考えてみよう。まず，キャッチの態勢と，その
方法の種類を知らなければならない。また物体を受け止められるだけの体格
の良悪と，体力の有無などが問題になるのである。また物体を避けようとし
た場合の技術としては，敏捷な身のこなし方，敏速に走り去る技術など，運
動の技術として身についた，運動能力や運動技能が要求されることになり，
必要に迫られてくるのである。
　運動は，生理学的に見れば，すべての骨格筋の収縮によっておこる身体の
はたらきということができる。しかし，運動は，筋肉だけの働きで行なわれる
ものではなく，神経系，呼吸系，循環器系が深く関係していることは前述の
通りである。
　運動能力は，前述の体力をも意昧するが，運動技能は，各種の運動におい
て，力，速度，重力，回転などの力学的な法則を，巧みに応用して，最少限
の体力で運動する合理的な，方法であるとされている。もう一度，A子が落
下してくる物体を，自分でキャッチできると判断した場合の運動技能を考え
てみる。A子は重心を低く，実際には腰を曲げて，構えなければならない。
そして，キャッチした瞬間には，その物体のスピードに合せて，衝撃を吸収
するために，より一層の重心の低さと，腰のバネが要求されるのである。そ
れでも，衝撃が強い場合には，回転レシーブすることも考えられるのである。
また，A子が逃げようとした場合の運動技能としては，すばやく走るための
体力はもち論だが，瞬発力，腕の振り方，脚の振り上げ方など，正確な走法
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大切な技能になってくるのである。これらの運動技能は，知育で理論として
理解できても，その方法や手段を，身体活動を通して身につけなければ，実
際には役立たないものである。
　運動技能は，身体活動の諸問題の状況に応じて行うのであるが，それに伴
なう精神的な面もあるのである。成功するかどうか，など，不安感，恐れ，
驚きなど意図的行動として結論を出すまでの過程において，葛藤などあらゆ
る心の動きも考えられる。
　身体活動の学習においては，各種目の運動を経験させながら，身体を意志
決定の方向に，それぞれの機能を統一させ，技術として身につくように反復
練習をする必要があるのである。もち論，これらの技能は，それぞれの年令
や，学年の発達段階に応じた指導によって，計画的に練習をさせる必要があ
る。そして身体活動を通して，充実感や達成感を会得し，運動をする喜びを
体験させながら，次第に形成させるようにするのである。
　運動技能は，身体の動きに見られる技能や能力，という点で身体的ではあ
るが，それが刺激に対する運動としてあらわれる過程には，知覚，記1意，思
考，決断などと共に，心理的な面も伴なってくるので，全人的なものである
といえるのである。この運動技能の発達指導については，学校体育の目標の
一つとして，はっきりと明示されている。小学校の指導要領をとりあげてみ
ると，　（中学校，高等学校は省略）それはr運動のしかたや技能を習得させ，
運動に親しむ習慣を育て，生活を健全にし，明るくする態度を養う」として
いる。このように豊かな生活や健全な生活を営むために，運動技能が必要な
身体活動であることがわかるのである。日常生活のあらゆる環境の事態にお
いて，自分の身体を自由に，コントロールする動きや，うまく身をこなすこ
とができるようにする運動能力や運動技能は，体育の目標として大切なもの
となつてくるのである。
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　むすび
　以上，3つの観点から，体育について考えてきたが，これは，体育の目的
として，文部省の指導要綱にある，　r……。それは健康で有能な身体を育成
し，人生における身体活動の価値を認識させ…司と述べられた部分の一例で
ある。この観点を踏まえた体育の指導は，人間性の発展につながる教育では
なかろうか・このような観点を通して，体育を認識するならば，身体活動の
原点は，先ず認識する知覚活動であり，健全な心身と体力であり，運動能力
と運動技能であると考えてもよいと思う。これらは人間として生きていくた
めに必要な，絶対的な要素であり，これを健全な状態で維持することは，体
育の課題であり大きな役割りでもあるのである。体育は身体活動を通して行
われる教育であり，人間性の発展を企画する教育と定義してもよいのではな
いかと考えたのである。　　以上
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